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小麦はカンジダ菌を増殖させる

カンジダ菌は体のあらゆる場所に存在する“カビ”で、口腔内にも「口腔カ
ンジダ」として生息しています。 増殖すると、歯周病菌が棲みつきやす
い環境をつくり、歯周病が進行。また、カンジダ菌の出す酸はう蝕に繋
がります。

ー小麦との意外な関係ー

 唾液は、カンジダ菌の増殖を抑える重
要な防御因子です。
柔らかい小麦食品が多い食生活では、
咀嚼が減り、唾液分泌が低下しやすく
なります。

パン　ラーメン　パスタ　　
ケーキ　クッキー　うどん　天ぷら

カンジダ菌は糖を代謝して酸を作るため、
糖質が多い環境でふえやすくなります。
また、高糖質の食品は血糖を上昇させ、
口腔内にも糖が残りやすい食品群です。
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小麦は腸内環境を乱す腸乱す
 腸内環境の乱れは、口腔カンジダ症
のリスクを高めることが分かってい
ます。
小麦グルテンの過剰摂取は、腸の炎
症やリーキーガットを引き起こす可
能性があり、栄養素の吸収消化に悪
影響を及ぼします。

小麦は柔らかく、咀嚼が少ない 唾液減少

あなたの体はあなたの食べたもので出来ている
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